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昨今の土砂災害を考える　～土壌圏における水の動態～

Considering the recent landslide disasters in Japan -Movement of

water in pedosphere-
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　森林がもつダム機能の大切さについて叫ばれて久しく、日本各地での土砂災害の報告が続いている。本校の

研究において、シカ（Cervidae）の食害による下層植生の衰退が報告されており、植物による蒸発散の減少お

よび土壌の流亡の可能性から、土壌圏の保水性が失われることが危惧されている。これは、直接的に降雨が岩

石圏に達することを意味し、土砂災害に繋がると考えられる。本研究では、土壌断面調査、土壌三相分布、土

壌透水性を評価し、土壌の動態特に保水能について評価した。土壌断面調査の結果、日本に見られる一般的な

土壌が確認され、深さ60 cmまでが土壌圏と考えられた。また、植物のための適度な保水能を土壌がもってい

ることがわかった。一方で、透水性は比較的良好であり、一定量を超えた降雨により土壌圏以下の岩石圏に水

が供給される可能性が示唆された。
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